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く研究報告〉
弱視者のアクセシビリティを考慮、した画面表示の検討
郵句
工藤正隆(千葉県立富里養護学紛
青木成美(宮城教育大学)
本研究では、日本全国の盲学校(66樹のホームページを中心に見やすさについて検討した。見やすさ
には、画面のコントラストやフォント、特にウェブの閲覧に際しては、背景の色・ハイパーリンク文字
色などが大きく関与していると考え、実際に盲学校のホームページのトップページを調べた。同時に駅
の券売機特尉子ATMも調査を行い、その見やすさについても検討した。その結果、見やすさに関しては、
盲学校のホームページも券売機キ建断iATMもイづ長に満足で、きる水準とは言えない実態が明らかlこなった。
その背景には、基準があってもその周知徹底がなされていないことなどが考えられる。特に盲学校のホ
ームページは、地域の視覚障害教育の中心として、いろいろな人が情報を得るために閲覧する。また、
学校の情報を生出或に知らせる役割もあり、その役割は非常に重要で、あり、誰もが見やすいホームページ
作りがとりわけ必要と言える。そこで今回は、画面表示に関わる制度上の問題点なども含めて、見やす
い画面表示について検討することにした。
1.研究の目的
現在、パソコンの画面などで見られるインターネット上のウtフX ジーは全世界で、13億ほどあると
いわれている。しかしその一方で、これらのウェブXージのデ、ザインは年を追うごとに複雑になってき
ており、その内容も製作者側の意図により様々に変化し、多種多様化の一途をたどっている。そのため、
たくさんの情報の中から目的の情報を得ることがますます難しくなってきている。特に、高齢者や障害
者においては、練靴したウェブパージのデザイン形態を理論卒できず、的確tcl育報を得られないことが
ある。そのため、これらの人たちは「情報弱者j と言われることも多くなってきた。
将命文では、これらの問題の実態を調査し、またその背景を探ることで、今後の視覚障害者のために、
よりよい画面表示のモデ〉レを提案していきたい。
2.調査方法
全国の盲学校例校中66紛のホームページのトップページを調査対象とし、『高齢者・障害者等配
慮設計櫛十一情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス~ QIS X8341・以下、ウェブJISと記
治(1)に準拠したチェックリストを作成し、矧面した。矧面項目は「コントラストJrフォントサイズ)
の二点である。詳しい基準については後述する。本来であればよフォント形式も調べるべきであろうが、
ほとんどがゴ、シック体を採用していたことから、今回は調査対象から除外した。なお、コントラストに
関しては、上回淵象として、仙台市内の都市銀行に設置されてあるATMおよて汚協調的のJR・毛織に設
置されてあるタッチパネル式券売機の画面を調査し九
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-調査日
平成16年12月中旬。コントラストについては12月23日明灸8時から24日午前0時半まで行っ
た従って、太陽静手の反射は考慮しな川尚、調査をした室内の照度は610ルクスで、あった。
-使用機器
使用したパソコンはVALUESTAR制EC)、ディスプレイは19インチ液品デ‘ィスプレイ印ZOFlexScan 
L767)、コントラストの測定にあたって使用した輝渡計は、ミノルタ製の凶ー 110(クロー ズアップ・レンズNO.135 
を併用)である。
- コントラストの定義
コントラストは、以下の計算式で求めることができる
一 高い輝度一低い輝度コントラスト------.-~'-_' -. x 100 
' 高い輝度+低い輝度
くコントラストの分類基準〉
本調査で、はコントラストを見る場所を「背景と学校名の文字のコントラストJ、「背景とハイパーリン
ク文字のコントラストJとした(図1)。これは、ウェブ×ージにおいて、必ず確認する部分が学校名、ハ
イパーリンクの 2点であると考えたからである。学校名は、ウェブ丸一ジを開いた際に、それがどのべ
，ージなのか帯留忍するために見る。また、ノ、ィパーリンクは見たbパージを探すために必ず見るもので、あ
る。 11S規格において、視覚表矛相織のコントラストは r50以上Jとしづ数値で定められている。一方、
高橋らωによると、高齢者、擬似視覚障害者、晴眼者(低想若年層)の全てが見やすいと感じることがで
きるコントラストは6.7以上と報告している。従って、将周査ではコントラストの基準を厄0宋満J、
r50以上へ--66.7剰荷」、 r66.7以上Jの三劇部こ分類した。
図 1 コントラストの測定既念図
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.， 
くフォントサイズ〉
ここでのフォントサイズは、ページソース上の本文部分を見て調査した。さて、フォントサイズとは
文字の大きさのことであるが、ウェフ、上で、はそれらを規定するために様々な単位が用意されている。本
調査で、はー 噴始句にわかりやすい、「ポイントJに全ての文字を換算し、それぞれの数をカウントした。こ
の基準は 12ポイントである。今回は、その基準より 1ポイント大きい13ポイント以上を、視覚障害者
に対して配慮が示されているものとみなした。
3.調査結果
(1) コントラスト
「背景と学校名のコントラストJでは、半数以上の学校がJIS規格以下で、あった。一方で三害保護の
学校が 6.7以上の規格を満たしていた。「背景とノ、ィパーリンクとコントラストjでは六害耀度の学校
が50未満であった(表1)。
表1
背景と学校名の 背景とノ、ィパー リンクの
コントラスト コントラスト
50宋満 54.5 62. 1 
50以上6.7剰荷 13.6 9. 1 
66. 7以上 31. 8 28. 8 
合計 100 100 
ATMのタッチパネ凡画面においては、「周囲とボタンのコントラストJと「ボタンの文字とボタンのコ
ントラストjの二県を調査した。前者でl訴句 6割が見にくいとされる範囲にあった。 一方、後者にお
いては、 r50宋満jが42.9、r50以上叶6.7未満Jが42.9、r66.7以上Jが14.3で、あった。こちらは見
やすいとされるものが約5割以上に達してし叱(表2)。
表2
周囲とボタンの ボタンとボタン文字功
コントラスト コントラスト
50未満 57. 1 42.9 
50以上66.7未満 28.6 42.9 
66. 7以上 14.3 14.3 
合計 100 100 
さらに駅の券売機の画面も調査しむ調査項目は f周囲とボタンのコントラストJと「ボタンの文字
とボタンのコントラストjである。前者は、約7割が見やすいとされる範囲(50以上)にあることがわか
る。一方、後者は見にくいとされるもの(50未満)が7割に達していた。(表3)
-17ー
表3
周聞とボタンのコントラスト ボタンとボタンx"牛のコントラスト
50未満 30 70 
50以上66.7未満 30 20 
6. 7以上 40 10 
合計 100 l∞ 
(2) フォントサイズ
フォントサイズについては、 13ポイントの基準を満たしていないものがホームページでは 26.9%であ
った。そのうち、インターネット上での基準値である 12ポイントに満たなしホームページは%相生した。
これにより、盲学校のホームページの全てが視覚障害者に対しての面白昔、を行っているわけではないこと
がわかる。(表4) (図2)
表4
図2
フォントサイズ
lOpt 
llpt 
12pt 
13pt 
14pt 
15pt 
16pt 
その他
合計
度数(校寄り
その他
9.0% 
情日比比
3 4. 5% 
3 4. 5% 
12 17.9% 
19 28. 4% 
15 22.4% 
7 10.4% 
2 3% 
6 9% 
67 100% 
10pt llpt 
4.5% '1.5% 
.10pt・llpt・12pt ・13pt ・14pt ・15pt・16pt・その他
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4.考察
ウェブ、JISは、 2004年に示された規格であるが、そのことはあまり知られていなし冶また、 1劫句な拘
束力がなし、ため、寸交にはなかなカ溺愛していないのが現状である。駅の券売機械桁ATMもウェブ、と
同じく円青輔副言における機器，ソフトウェア及びサービスJに該当するものであると考えられるが、
画面表示に関しては見えやすさがイづ示に保障された状況で、はなかった。従って、ウェブ、同様に、券売機
やA1Mに対する JIS規格を作り、将来的には法自俳句友力を持たせる必憂性が示唆された。さらに、ウェ
ブ丸一ジの作成者がJIS規格などの知識を得て、専F明生を高めていく必要があるといえる。今後は、国
初血方公共団体のみならず、学校関係者にも研修、実践活動を行い、学校ホームページに関する意識や
専門性を高めてし、かなければならないと考える。
-学校広報としての役割
今回の調査対象としたホームページは、学校のホームページであることに注目する必要がある。豊福
は学校ウェブパージの存在意義を以下の4点にまとめている(豊福、 1996)ωo
-学校広報としての役割
-ディジタルリソー スアー カイヴ
(電子園都宮)
・コラボレ}ションのための呼びかけ
.学校コミュニティへの窓口
また、塩崎 (2002)ωによると、学校のホームページの閲覧者は「学佼内(関係者含む)の人j、「学
校外の人Jに大別される。それらを細かく見ていくと、「学校内の人Jとは学佼の保護者や子ども、卒業
生であり、「学校外の人Jとは他校の緋市、入学、転入予定者であった。学校外の人の閲覧回数は学校関
係者に比べてはるかに少ないもので、あった。ゆえに、学校のホームページは当面、朝交の保護者を対象
にすればよいと塩崎は述べている。また、塩崎は学校ホームページの作成についての問題点を挙げてい
る。現在の学校のホームページの作成対去を、県や柳]村の各教育委員会が一括して作成するものと、
担当の耕市が作成するものとの2パターンに分けた。前者では、ホームページのトップページが画一イヒ
されるなど、無個性なデザインから管理意欲を半減させてしまうと指摘し、また、担当耕市のみが作成
する場合、老師への負担が大きいために続かないと樹商している。
以上、 2つの問題点を踏まえて、盲学校のホームページの現状を考察する。第一の問題であった「無個
性lは学校広報の役割から見ても好ましくないはずである。しかし、個性と広報効果を考えるあまりか、
必要以上に華美になってしまう傾向も少なくなかった。また、第二の問題である「担当耕市への負担
はさらに2つの問題を引き起こすと考えられる。 1つは先述のように、親市への負樹吹きすぎてウェブ、
ページを紺守できないことである。もう lつは、作成する耕市の能力明者好によって、ウェブン〈ージの
内容やデザインに大きくばらつきが出てしまうことである。
これらの結果、本来の学校のホームページとしての役割を果たさずに、個人の趣味的なホームページ
になる飽食性もはらんでいる。改めて、学校のホームページの役割を考えると、誰もが見やすいホーム
ページを作ることが第一に考えられなければならなし、。その対応として一番良いのは、法的拘束力があ
る規格を国が作ることだろうが、すぐには難しいだろう。そうであるならば、各学校・各機関ででき得
る範囲の部分から手をつけていけばよいと考える。例えば、ホームページを作る際は、特定の者が関わ
るのではなく、メインとなって作成する者が多くの人から「見やすさJについて意見を聞きながら作つ
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ていけば、結果として見やすい画面表示につながるので、はないだろうカ弘また、児童生徒の学習活動と
して、どのようなものが見やすい画面表示なのか、どのような工夫が必要なのかを学習し、すべての人
が見やすさに対して共通理燃を図るようにしていくことも一案である。
-アクセシブ〉レな画面表示の提案
なお、視覚障害者に、より見やすくより分かりゃすい、画面表示をまとめたので、最後に表5に記七
条件は以下の通りである。今後は、更なる規格の整備とともに、さらに視覚障害者にもアクセシブルな
ものが作り出されていくことが望まれる。
表5
盲学校ホームページ ATM 券売機
コントラスト
文字と背景のコントラストは最低 50%を超えること。 66.7%を超えることが望ま
し L
①フォント形式はゴシック体とするo
文字フォント
②フォントサイズは12pt以上とする。視 ②文字の拡対幾能を付けていること。
覚障害者への配慮を行う場合は文字を拡
大していること。
①画像を使用する場合、静止画像を用いること。
画像 ②動画の場合、その動作を止めることがで ②動画を使用する際は、そのスピード
きること。 を考慮すること。
①音声ブラウザ、点字デ、イスプレイに対応
したテキストページ(画像抜き)を用意す
ること。また、その存在を明記すること。
その他の
②弱視渚に対応した文字を拡大したペー
ジを用意すること。また、その存在を明記
ページ
すること。
⑩青眼者向けの通常ページ(画像あり)を
用意すること。また、その桐生を明記する
こと。
ディスプレイ 一一一一一J 画面サイズの大きさは 14インチ以上画面の大きさ が望ましい。
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